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依 頼 者 有限会社 やまがたスリー トップ

検  体 漢方貝殻カルシウム

表 題 殺菌効果試験

2003年 (平成15年 )05月 13日 当センターに提出された

上記検体について試験した結果は次のとおりです。
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殺 菌 効 果 試 験

1依 頼 者
有限会社 やまがたスリー トップ

3 試験目的
検体の殺菌効果試験を行う。

4 試験概要
滅菌精製水を用いて検体の0.lW/V%溶液を調製し,試験液とした。試験液に細菌の菌液を

添加し,か くはんしながら室温で作用させ,10分間作用後に試験液の生菌数を測定した。

なお,あ らかじめ予備試験を行い,生菌数の測定方法について検討した。

5 試験結果

結果を表-1に 示 した。

なお,試験液をSCDLP培 地で 10倍 に希釈することにより,検体の影響を受けずに生菌数が

測定できることを予備試験 によ り確認 した。

財団法人日本食品分析セ″ 一

2検  体
漢方貝殻カルシウム
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表-1 試験液に添加した試験菌の生菌数測定結果

生菌数 (/ml)
試験菌 試験液

開始時
* 10分後

腸球菌
検体0.lW/V%溶液

対照

3.1× 106

3.1× 106

1.6× 104

2.1× 106

大腸菌 (0157:H7)
検体0.lW/V%溶液

対照

1.5× 106

1.5× 106

〈10

1.5× 106

シュー ドモナス・

フルオレッセンス

検体0.lW/V%溶液

対照

2.0× 106

2.0× 106

〈10

2.4× 106

サルモネラ
検体0.lW/V%溶液

対照

2.1× 106

2.1× 106

40

2.4× 106

セラチア
検体0.lW/V%溶液

対照

2.1× 106

2.1× 106

40

1.8× 106

レジオネラ
検体 0.lW/V%溶液

対照

2.0× 106

2.0× 106

〈100

2.1× 106

〈10,〈 100:検出せず

対照 :滅菌精製水

作用条件 :室温,か くはん (90～ 100r/min)

* 菌液添加直後の対照の生菌数を測定し,開始時とした。

6 試験方法
1)試験菌
① 動′θrθθθ

“
〃sノ′θθ′ノ′s IF0 12964(腸 球菌)

② Fsθ力θr κ力′′θθ′′ATCC 43895(大腸菌,血清型0157:H7,ベ ロ毒素 I及びⅡ型産生株)
③ PSθυσθ″θ″′s/ノ〃θrθ sθθ″s IF0 14160(シ ュードモナス・フルオレッセンス)

④ S∂ノ″θ″θ〃∂θ″/θ f′′〃′s NBRC 3313(サ ルモネラ)

⑤ Sθ rr∂ /ブ′″∂κθsθθ″s IF0 12648(セ ラチア)

⑥ Zθ gノθ″θ〃′ρ″θ〃″θρ肝ノ∂GIFU 9134(レ ジオネラ)

2)試験用培地
SCDA培 地 :ト リプ トソイ寒天培地 [栄研化学株式会社 ]

NA培 地 :普通寒天培地 [栄研化学株式会社 ]

B― CYE α培地 :B― CYE α寒天培地 [栄研化学株式会社 ]

SCDLP培地 :SCDLP培地 [日 本製薬株式会社 ]

SCDLPA培地 :SCDLP寒天培地 [日 本製薬株式会社 ]

財□法人日本食品分析センター
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3)菌液の調製
a)試験菌①
試験菌をSCDA培 地で35℃ ±1℃ ,20～ 24時間培養後,再度SCDA培 地で35℃ ±1℃ ,

16～ 20時間培養した。培養後,得 られた試験菌の菌体を滅菌精製水に懸濁させ,l ml当

たりの菌数が 108～ 109となるように調製し,菌液とした。

b)試験菌②～⑤
試験菌をNA培地で35℃ ±1℃ ,20～ 24時間培養後,再度NA培地で35℃ ±1℃ ,16～
20時間培養した。培養後,得 られた試験菌の菌体を滅菌精製水に懸濁させ,l ml当 たり

の菌数が 108～ 109と なるように調製し,菌液とした。

c)試験菌⑥
試験菌をB― CYE α培地で35℃ ±1℃ ,3日 間培養後した。培養後,得 られた試験菌の

菌体を滅菌精製水に懸濁させ,l ml当 たりの菌数が 108～ 109と なるように調製し,菌液

とした。

4) 試験操作

滅菌精製水を用いて検体の0.lW/V%溶 液を調製し,試験液とした。試験液100 mlに 試験

菌の菌液 0.5 mlをそれぞれ添加し,ス ターラーでかくはん (90～ 100r/min)し ながら室温

で作用させ,10分間作用後にSCDLP培地を用いて直ちに10倍 に希釈 した。この希釈液の生

菌数を,試験菌①～⑤はSCDLPA培地を用いた混釈平板培養法 (35℃ ±1℃ ,2日 間培養),

試験菌⑥は3-CYE α培地を用いた平板塗抹培養法 (35℃ ±1℃ ,5日 間培養)に より測定し,

試験液 l ml当 たりに換算した。また,滅菌精製水を対照の試験液とし,同様に試験した。

以   上

財団法人日本食品分析セ″ 一
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